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〔概要〕 

日本の長い歴史の中でその文化的創造の中心的役割を担ってきた京都では、

文化遺産が過去から現在へと継承され大切に保存されている。デジタルアーカ

イブとは、この文化遺産をデジタル画像に保存し、文化財の貴重な情報を保管

し後世に正確に伝える。また、文化財をデジタル化し世界へ向けて発信するこ

とで、歴史ある京の伝統産業の活性化が図られ、新しい「京都ブランド」の誕

生を支援している。 

 

〔コラム〕 

 財団法人京都国際文化交流財団では、主に京都の文化財のデジタルアーカイ

ブ事業や日本の文化の国内外への発信事業を行っています。日本の文化財は屏

風や襖といった和紙製のものが多く、その劣化は西洋の絵画と比べると著しい

ものがあります。また、建物の一部であることが多く、温度変化の激しい日本

においては美術館など環境を管理された場所への早急な移動が必要となってお

ります。とはいえ、実際の所蔵先から離れてしまえば、なかなか一般の人々に

作品を見ていただくことができなくなってしまいます。そこで、当財団ではそ

のような文化財を最新のデジタル技術によってデータとして保存するとともに、

特殊な和紙に出力したのちに伝統工芸士の手によって金箔加工等を施し、実物

にきわめて近い複製品を制作しています。そのようにして制作した文化財の複

製品を元の所蔵先の寺院等に設置し、本物は美術館等にて厳重な温湿管理をす

ることにより文化財保存に貢献する活動を行っております。 

 また、活動は保存のみにとどまらず、そのような複製品を利用した国内外へ

の日本の文化の発信に力を注いでおります。本物を海外に持ち出すことは非常

に困難であり、展示環境も厳しく制限されます。そこで当財団においてアーカ

イブした複製品を利用し、より多くの方に日本の文化に触れていただければと

考えております。本年は、現在キヤノン株式会社と共同で遂行しております『文

化財未来継承プロジェクト』（愛称：綴プロジェクト）の第 2 期が終了し、4 月

より第 3 期が始まる年となります。様々な文化財の高精細デジタル撮影、そし

て高精細複製作品の制作に注力することで、今後も日本文化の保存、発信事業

に努めていき、国内外にその素晴らしさを伝えていく活動を行ってまいります。 

  

 



（京都国際文化交流財団ホームページより） 

 

（問い合わせ先）京都国際文化交流財団 ℡：075-213-0003 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


